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＜連絡事項＞
特になし
＜患者様連絡事項＞
・下口　政子様～テレビ面会実施しています。
・播摩　克子様～娘様来院され入院証明書お渡ししている。

＜要注目患者様＞　
・畑中　成夫様～病的体験に左右された言動なく過ごしている。逸脱行為なくなく過ごしている。ホールにて書き物をされ過ごされている。
・太田　伸恵様～他患者様と適度に交流され過ごされている。身体の痺れは無いと話されているが頭重感訴え聞かれている。自制内で経過。不安感等はなく経過されている。引き続き、身体面、精神面の観察をしていきましょう。
・船場　幸子様～朝食はレストランに自分で向かわれている。下肢の疼痛訴え昼食はホールにて摂取している。気分の落ち込みを訴えているため言動注目し、訴え時傾聴し刺激を与えないように介入していきましょう。
・中川原　義雄様～昨日は下痢便見られていたが本日は腹部症状について確認。本日排便あったが、有形軟便であったと話されている。腹痛・腹部不快感はなく経過。
・山谷　由香様～生理痛、眠気、苛々感訴え聞かれているが、他者・スタッフとのトラブルなく経過されている。
・中村　徳子様～食欲不振訴え昼食不食されている。余暇時自室にて臥床し過ごされている。
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